
プロジェクト・ファイナンスの検討時に、環境・社会に関するアセスメントを踏まえたうえで投融資の判断を行っています。

投融資後は定期的にモニタリングを実施し、必要に応じてエンゲージメントを行っています。また、環境・社会への影響の観点から特に留意する分野・事業については、固有のリスクを考

慮した対応も行っています（詳細は次頁以降をご参照ください）。

環境・社会に関するアセスメント

■環境への影響評価

事業が生物多様性や気候変動などの環境に与える影響を

回避・最小化し、適切な対策を講じるための詳細な調査・

評価が行われているか

■適切な環境・ 社会的対策の実施

事業が環境や社会への影響を最小限に抑えるための適切

な対策が計画され、実施されているか

■苦情処理メカニズムの構築

影響を受ける地域社会およびステークホルダーのための、実

効性のある苦情処理メカニズムが構築されているか

■社会への影響評価

事業が地域社会や関連するステークホルダーに与える社会

的影響を回避 ・ 最小化し、適切な対策を講じるための調

査・評価が行われているか

■地域社会やステークホルダーへの説明と理解

地域社会や関連するステークホルダーに対する説明が十分

に行われ、事業に対する理解が得られているか

■透明性と情報開示

事業の環境や社会への影響に関する情報が適切に公開さ

れ、ステークホルダーに対する報告が行われているか

プロジェクト ・ ファイナンスの検討時に、赤道原則などを

参照し、以下のような環境・社会に関するアセスメントを

踏まえたうえで投融資の判断を行っているほか、投融

資後は定期的にモニタリングを実施し、必要に応じてエ

ンゲージメントを行っています。 また、環境・社会への影

響の観点から特に留意する分野 ・ 事業については、固

有のリスクを考慮した対応も行っています（詳細は次頁

以降をご参照ください）。

環境・社会に関するアセスメント



特定の分野・事業における留意事項①

（注）化石燃料関連事業のネガティブ・スクリーニングの基準について今般改定を実施しています（改定後の基準を記載しております）。

石炭は、電力を中心とした社会インフラにおけるエネルギー源として使用されている一

方で、下記のような環境 ・ 社会へのリスクから国際的にも早期かつ秩序だった脱却が

求められている資源であると認識しています。

上記のようなリスクを踏まえ、石炭の資源開発事業、輸送・貯蔵事業、火力発電所

関連事業への投融資をネガティブ・スクリーニングの対象としています。

火力発電などに伴う温室効果ガスの排出を通じた気候変動への悪

影響や、採掘における採掘土壌の移転や炭鉱から排出される有害

廃棄物などにより生態系へ影響を与えるリスク

採掘労働者の強制労働や開発による先住民族・地域住民の非自

発的な移転などによる人権侵害・地域社会への負の影響が生じるリ

スク

石炭

上記のようなリスクを踏まえ、石油・ガスの資源開発事業、輸送・貯蔵事業、火力発

電所関連事業をネガティブ・スクリーニングの対象としています。

資源開発や火力発電などに伴う温室効果ガスの排出を通じた気候

変動への影響や、採掘や輸送における流出事故による土壌や海洋・

河川、生態系などに影響を与えるリスク

資源開発、パイプライン、発電所などの建設 ・ 操業などにおいて、非

自発的住民移転に繋がる土地利用などによる人権侵害・地域社会

への負の影響が生じるリスク

石油やガスは、電力を中心とした社会インフラにおけるエネルギー源として私たちの社会

や日常生活に必要不可欠である一方で、以下のような環境・社会への影響に配慮す

る必要があると認識しています。

石油・ ガス

環境・社会への影響の観点から特に留意する分野・事業を特定し、当該分野・事業固有のリスクも考慮した投融資を

行っています。なお、本留意事項については国内外の社会情勢なども踏まえて継続的に見直しを行います。

環境への
影響

環境への
影響

社会への
影響

社会への
影響



※3 FSC／PEFC認証：適正に管理された森林から切り出された木材に対する認証制度。  FSCは国際認証基準、PEFCは各国
の認証基準を相互に認め合う枠組み

パーム油は、調理用油、洗剤、塗料の原料など、幅広い製品に使用されています。一

方で、パーム油製造事業においては、以下のような環境・社会への影響に留意する

必要があると認識しています。

上記のような環境・社会へのリスクを踏まえ、RSPO認証※1の取得や、NDPE※2へ

の順守・公表状況を確認するなど、当該事業が環境・社会に適切に配慮されている

ことを確認の上、投融資判断を行うとともに、投融資後は定期的なモニタリングやエ

ンゲージメントを実施します。

自然林の伐採や泥炭地などでの野焼きなどによる、野生の動植物の

生息・植生地の減少などの生物多様性の毀損や気候変動への悪

影響が生じるリスク

森林伐採や農園の開発に伴う先住民族の権利の侵害、周辺環境

の破壊による地域住民とのトラブル、農園における児童労働・低賃

金、移民労働者の不当な扱いなどの人権侵害が生じるリスク

パーム油

上記のような環境・社会へのリスクを踏まえ、FSC／PEFC認証の取得※3や、 

NDPEへの順守・公表状況を確認するなど、当該事業が環境・社会に適切に配慮

されていることを確認の上、投融資判断を行うとともに、投融資後は定期的なモニ

タリングやエンゲージメントを実施します。

森林破壊による砂漠化・土地荒廃、野生の動植物の生息・植生地

の減少などによる生物多様性の毀損や気候変動への悪影響が

生じるリスク

不法伐採などによる周辺環境の破壊や、不適切な労働環境により、

地域住民や労働者に人権侵害が生じるリスク

森林は、多様な野生動植物の生息地となることで、生物多様性の保全・保護に重

要な価値を有するとともに、木材、紙、パルプなどの原産地としても重要な存在です。

森林関連事業においては、以下のような環境・社会への影響に留意する必要がある

と認識しています。

森林

環境への
影響

環境への
影響

社会への
影響

社会への
影響

※1 RSPO 認証：Roundtable on Sustainable Palm Oil（持続可能なパーム油のための円卓会議）が策定した持続可能
なパーム油生産に関する国際的な認証基準

※2 NDPE： No Deforestation,  No Peat and No Exploitation – 森林破壊ゼロ、泥炭地開発ゼロ、搾取ゼロ枠組み

特定の分野・事業における留意事項②



兵器の製造は、戦争・紛争における殺傷・破壊を目的とするという兵器の特性上、人道的観点

で重大な社会リスクを内包していると認識しています。

特に人道上の懸念が大きいクラスター弾、生物兵器、化学兵器、対人地雷、核兵器など、特

定の兵器製造関連事業への投融資をネガティブ・スクリーニングの対象としています。

兵器

バイオマスは、再生可能なエネルギー源としての発電燃料として使用されること

から、化石燃料からの脱却に向けた重要な資源として注目されています。一

方で、燃料調達などにおいて、以下のような環境 ・ 社会への影響に留意する

必要があると認識しています。

上記のような環境・社会へのリスクを踏まえ、バイオマスの生産・調達プロセス

にあたり環境・社会に与える影響が適切に配慮されていることを確認の上、投

融資判断を行うとともに、投融資後は定期的なモニタリングやエンゲージメント

を実施します。

バイオマスを原料とする発電事業において、パーム油由来の

原料や木質ペレットなどが使用されていることから、これらの燃

料の生産や調達にあたり、森林破壊や生態系の棄損などの

環境への悪影響が生じるリスク

バイオマス

環境への
影響

社会への
影響

バイオマスを原料とする発電事業において、原料の生産や調

達にあたり、森林伐採や農園の開発に伴う先住民族の権利

の侵害などの人権侵害が生じるリスク

水は、私たちの社会や日常生活に欠かせない資源である一方で、地球上の水資源には限りが

あり、人口増加や経済発展による需要拡大や、気候変動の影響による干ばつや供給減少など

により世界的な課題を多く抱えており、以下のような環境・社会への影響に留意する必要がある

と認識しています。

上記のようなリスクを踏まえ、事業が水資源へ与える影響の精査や、リスクを緩和するための計

画策定・プロセス実行など、当該事業が環境・社会に適切に配慮されていることを確認の上、投

融資判断を行うとともに、投融資後は定期的なモニタリングやエンゲージメントを実施します。

過度な土地・資源の開発、工場の操業などによる、干ばつ、水質の低下、生

物多様性の毀損、水不足および水ストレスの増大が生じるリスク

取水・排水が適切に管理されないことで地域社会への負の影響が生じるリスク

水

環境への
影響

社会への
影響

特定の分野・事業における留意事項③
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